
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

３　統合移転後の体制について１　概要

老朽化した西部第三土地区画整理記念館を廃止・解体し、消防力の維持・強

化と署所の効率的運用の観点から、目標耐震性能を下回っている浜川戸分署と

老朽化が著しい幸松分署を統合したうえで、その跡地を浜川戸分署・幸松分署

の建設地として移転建替える方針としました。

統合後の分署

さいたま市
岩槻区

宮代町

国道４号

杉戸町

国道16号

北春日部

国道4号
バイパス

千葉県
野田市

南桜井駅

庄和消防署

春日部駅

備後
分署

豊野
分署

武里
分署

一ノ割駅

越谷市

武
里
駅

江戸川

中川

古利根川

消防本部
春日部消防署

藤の牛島駅

東分署

分署

消防本部・消防署

・ＧＰＳ（全地球測位システム）‥衛星から受信機により電波を受信し、航空機・

船舶・車などが、自身の位置を知るシステムです。 

・春日部市消防本部消防施設整備計画‥消防署・分署の整備に係る計画です。 

QR コードを読み取り、ホームページから閲覧できます。

 

 

 

 
 
西部第三土地 
区画整理記念館

幸松分署

庄和消防署

計画上の適地

東分署

浜川戸分署

２　消防施設の統合

春日部市消防本部消防施設整備計画の中で、現状の消防力、消防需要、建物の

状況や耐震診断結果等を総合的に検討した結果、署所を統合することで効率化を

図り、将来的な消防需要や近年の災害傾向を踏まえ、効果的な消防力の運用が可

能となるよう、浜川戸分署と幸松分署の移転統合を目指すこととしていました。 

そのため、適地周辺の中で比較検討し、今後、西部第三土地区画整理記念館を

廃止・解体し、その跡地を浜川戸分署・幸松分署の建設地とする方針としました

ので、今後、関係する団体と詳細な協議を進めていきます。 

移転の候補地である西部第三土地区画整理記念館の跡地に統合した庁舎を建

設することにより、地域の実情や環境の変化に合わせ、人員や車両などの消防

力を効率よく配置し、現状の消防力を確保します。また、消防車両に車両動態

システムを積載しており、GPS で消防車両の現在地を常時把握し、現場に最も

近い車両を選定し出動させる体制を整えています。

４　用語の解説

春日部消防署浜川戸分署・幸松分署の統合移転について


